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１．はじめに 

近年、オール電化の普及に伴い IH クッキングヒ

ータの需要が急増している。その一方で、IH クッキ

ングヒータを使用中に気分が悪くなるなどの事例が

報告されている[1]。ここでは、電磁波が関係してい

ると言われているが、電磁波が人体に与える影響

は未だに未解明である。また、音響分野で超音波

が人体に与える影響が懸念されている[2]。 

そこで本研究では、IH クッキングヒータから放射

される音の周波数分析を行い、人が不快に感じる

因子を明らかにする。 
 

２．実験方法 

IH クッキングヒータにおける音響騒音を解明す

るために、無響室にて騒音の周波数分析の実験を

行った。図 1のように、ホーロー鍋と 3層ステンレス

鍋に 0.5ℓの水を入れて加熱し、IHクッキングヒータ

から 30cm離れた点に RION社製コンデンサマイク

“NH-22”を設置した。周波数分析には RION 社製

2ch 小型 FFT分析器“SA-78”を用いた。実験に使

用した鍋の大きさは表 1に示す 6種類である。 
 

 
図 1 実験構成 

 

表 1 鍋の大きさ 

 Kind of Pans Small Middle Large 

3-layers 
Stainless Pan 

14cmφ 16cmφ 25cmφ 

Enameled Pan 14cmφ 18cmφ 22cmφ 

 

３．実験結果 

図2(a)に3層ステンレス鍋による音圧レベルの測

定結果を示す。横軸の周波数は騒音をFFTして得

られたスペクトルである。図 2(a)をみると、20kHz 付

近では鍋の大きさによる音圧レベルの変化はあま

りない。しかし、小鍋は高周波数成分の音圧レベ

ルが小さいことを確認できる。 

図 2(b)にホーロー鍋による音圧レベルの測定結

果を示す。図 2(b)をみると、20kHz付近では大鍋と

中鍋において音圧レベルの変化はあまり見られな

い。しかし、小鍋における音圧レベルは大鍋と中鍋

に比べて約 8dB 小さいことがわかる。すなわち、図

2(a)(b)より鍋の種類や大きさによって音圧レベルが

変化したといえる。小鍋は、3 層ステンレス鍋とホー

ロー鍋の両方で音圧レベルが低い傾向にある。大

鍋と中鍋は、高周波成分の音圧レベルが大きいの

で人が不快に感じる原因となる可能性がある。実

験により明らかになった約 80dB の音圧レベルは、

地下鉄車内の騒音に相当するので、人の耳には

聞こえていないが、聴覚に与える影響がないとは

いえない。 
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(a) 3層ステンレス鍋 
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(b) ホーロー鍋 

図 2 音響騒音の周波数スペクトル 
 

４．まとめ  

本論文では、IHクッキングヒータにおける音響騒

音の解明を行った。その結果、鍋の材質や大きさ

によって周波数スペクトルが変化することが分かっ

た。現状で人が不快に感じる要因は、IH クッキング

ヒータで使用する鍋の材質と大きさで決まる可能性

があることを示唆した。 
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